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近
世
後
期
に
お
け
る
境
界
領
域
の
特
徴

̶
 

長
崎
唐
人
屋
敷
の
葛
藤
・
紛
争 ̶

熟　
　

美　

保　

子

は
じ
め
に

　

一
六
三
〇
年
代
以
降
、「
鎖
国
」
体
制
が
開
始
さ
れ
、
幕
府
は
海

外
と
の
交
流
窓
口
を
長
崎
・
薩
摩
・
対
馬
・
松
前
に
限
定
し
た
。
い

わ
ゆ
る
「
四
つ
の
口
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
モ

ノ
」
の
集
散
地
と
な
り
、
様
々
な
人
々
が
出
会
い
、
文
化
や
思
想
、

宗
教
、
情
報
な
ど
が
交
換
・
発
信
さ
れ
る
場
と
な
っ
た
。
い
わ
ば

「
境
界
領
域
」̶

異
国
・
異
域
の
人
々
が
接
触
し
、
交
流
す
る
空

間̶

と
い
え
よ
う
。

　

近
年
の
「
境
界
領
域
」
研
究
は
、
個
別
具
体
的
か
つ
実
証
的
レ
ベ

ル
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ロ
ナ
ル
ド
・
ト
ビ
は
、
近
世
の
国
絵
図
作

製
と
そ
れ
を
も
と
に
し
て
幕
府
が
製
作
し
た
「
日
本
図
」
を
通
し
て
、

国
境
が
ど
の
よ
う
に
地
図
に
描
か
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
た

A
C
B

。

真
栄
平
房
昭
は
、
南
の
「
境
界
領
域
」
で
あ
る
琉
球
に
お
い
て
は

「
異
国
」
の
立
場
を
保
ち
な
が
ら
も
、
幕
藩
法
の
射
程
範
囲
に
組
み

込
ま
れ
る
と
い
う
特
徴
を
解
明
し
た

A
D
B

。

　

長
崎
に
視
点
を
向
け
る
と
、
荒
野
泰
典
は
遊
女
と
外
国
人
の
男
女

関
係
か
ら
発
生
す
る
混
血
児
の
問
題
を
通
し
て
、「
境
界
領
域
」
の

特
徴
に
つ
い
て
、
種
々
の
言
葉
や
文
化
が
交
錯
す
る
人
・
モ
ノ
・
情

報
が
い
き
か
う
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

A
E
B

。
ま
た
、
近
世

の
長
崎
に
つ
い
て
は
貿
易
を
め
ぐ
る
研
究
が
進
み
、
膨
大
な
蓄
積
が

あ
る

A
F
B

。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
が
「
境
界
領
域
」
と
し
て
の
長
崎
の
特

徴
で
は
な
い
。

　

さ
ら
に
付
言
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
と
も
す
れ
ば
日
蘭
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関
係
に
主
眼
が
置
か
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
オ
ラ
ン
ダ
船
と

は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
多
く
の
唐
船
が
長
崎
に
来
航
し
て
お

り
、
そ
こ
で
は
様
々
な
文
化
交
流
も
行
わ
れ
た
。
例
え
ば
、
テ
ー
ブ

ル
に
沢
山
の
皿
を
並
べ
る
卓
袱
料
理
、
楽
器
を
鳴
ら
し
な
が
ら
唐
人

の
扮
装
を
し
て
踊
る
「
唐
人
踊
り
（
別
名
を
看か
ん
か
ん
の
う

々
踊
と
い
う
）」
や
蛇

踊
り
、
軽
く
て
簡
単
に
演
奏
で
き
る
楽
器
「
月
琴
」
は
、
現
在
の
長

崎
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
長
崎
で
は
貿
易
活
動
だ
け
で
な
く
、
中
国
文
化
も

流
入
し
て
現
在
に
も
根
付
い
て
い
る
の
だ
。
す
な
わ
ち
、
日
中
関
係

研
究
の
深
ま
り
な
し
に
は
、
長
崎
と
い
う
都
市
の
実
態
は
解
明
で
き

な
い
の
で
あ
る
。

　

日
本
人
と
唐
人
が
接
触
・
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
推

進
・
文
化
交
流
な
ど
が
生
み
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
反
面
、
衝
突
・
対

立
と
い
う
負
の
側
面
も
発
生
す
る
の
は
、
現
代
社
会
を
考
え
て
も
明

ら
か
だ
ろ
う
。
高
山
博
は
現
代
の
問
題
と
し
て
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化

と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
、
国
家
の
枠
組
み
を
超
え
た
経
済
活
動

の
急
速
な
統
合
や
人
的
流
動
性
の
高
ま
り
は
、
私
た
ち
の
日
常
的
な

場
で
の
異
文
化
接
触
・
交
流
の
機
会
を
増
や
す
と
同
時
に
、
激
し
い

異
文
化
摩
擦
・
衝
突
を
引
き
起
こ
す
要
因
と
も
な
っ
て
い
る

A
G
B

」
と
述

べ
て
い
る
。
こ
れ
は
近
世
の
日
本
に
お
い
て
も
あ
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。

　

本
論
で
は
、
近
世
長
崎
の
「
境
界
領
域
」
と
し
て
の
特
徴
を
、
日

中
間
の
衝
突
の
側
面
か
ら
述
べ
て
い
き
た
い
。
な
お
、
本
文
中
に
お

い
て
「
唐
人
」
と
い
う
用
語
を
使
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
清
朝
時

代
に
長
崎
に
渡
来
し
た
人
々
に
対
す
る
、
日
本
側
の
呼
称
に
基
づ
く

こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

一　
「
境
界
領
域
」
へ
の
ま
な
ざ
し

（
１
）　

長
崎
を
訪
れ
た
人
々
が
見
た
唐
人
屋
敷　

　

周
知
の
よ
う
に
、
幕
府
に
と
っ
て
長
崎
と
い
う
都
市
は
公
的
な
貿

易
港
と
し
て
の
役
割
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
幕
藩
権
力
の
執

行
者
で
あ
る
長
崎
奉
行
の
管
理
の
下
で
貿
易
を
遂
行
し
、
円
滑
に
機

能
を
果
た
す
こ
と
が
重
要
課
題
と
な
る
。
そ
の
結
果
、「
オ
ラ
ン
ダ

商
館
」
と
「
唐
人
屋
敷
」
が
設
け
ら
れ
た
。

　

元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
に
完
成
し
た
唐
人
屋
敷
に
、
市
中
に
散

在
し
て
い
た
唐
人
を
収
容
・
居
住
さ
せ
、
監
視
お
よ
び
管
理
の
た
め

に
多
く
の
日
本
人
役
人
や
番
人
が
配
備
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
そ
の
名

か
ら
職
務
が
推
測
さ
れ
る
「
唐
人
番
」
と
い
う
二
〇
人
前
後
の
役
職

は
、「
地
役
人
」
と
総
称
さ
れ
る
地
元
出
身
の
役
人
で
あ
る
。

　

彼
ら
は
通
常
は
門
番
の
役
割
を
勤
め
て
い
た
。
唐
人
屋
敷
で
は
、

大
門
（
一
の
門
）
と
二
の
門
（
中
門
）
の
二
段
階
に
わ
た
る
厳
重
な
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警
備
体
制
が
敷
か
れ
て
お
り
、
大
門
で
は
関
係
役
人
や
門
鑑
（
入
館

許
可
証
）
を
所
持
し
た
者
の
み
が
入
館
を
許
可
さ
れ
た
。
大
門
を
入

り
、
直
進
し
た
と
こ
ろ
に
二
の
門
が
あ
る
が
、
大
門
と
違
っ
て
関
係

役
人
で
も
限
ら
れ
た
者
し
か
出
入
り
が
許
可
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、

図
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
大
門
と
二
の
門
の
前
に
は
高
札
が
設

置
さ
れ
て
い
た

A
H
B

。
幕
府
に
よ
っ
て
掲
げ
ら
れ
た
高
札
の
存
在
は
、
た

と
え
唐
人
た
ち
の
生
活
空
間
で
あ
っ
て
も
、
唐
人
屋
敷
が
あ
く
ま
で

幕
府
の
法
規
制
の
も
と
に
あ
る
こ
と
を
言
外
に
語
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
入
館
に
際
し
て
厳
し
い
規
制
が
か
け
ら
れ
て
い
た

唐
人
屋
敷
は
、
い
わ
ば
日
中
間
の
「
境
界
領
域
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
容
易
に
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
内
部
に

人
々
は
関
心
を
示
す
の
で
あ
る
。
長
崎
を
訪
れ
た
民
間
の
旅
行
者
、

巡
見
し
た
大
名
な
ど
公
的
立
場
の
者
、
そ
し
て
長
崎
奉
行
な
ど
の
記

録
か
ら
、
唐
人
屋
敷
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
か

唐人屋敷大門（上）と二の門（下）

石崎融思「唐館蘭館図絵巻」長崎歴史文化博物館蔵
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を
順
に
見
て
い
く
。

　

次
の
史
料
を
見
て
み
よ
う

A
I
B

。

此
節
唐
船
十
二
艘
入
津
し
、
唐
人
大
ぜ
ひ
な
り
し
事
に
て
館
中

に
ぎ
に
ぎ
し
く
、
日
本
人
へ
対
し
何
か
チ
ン
プ
ン
カ
ン
の
言
語

お
か
し
く
、
門
に
て
は
下
官
の
唐
人
数
人
出
て
見
物
す
。
行
て

日
本
人
を
と
ら
へ
て
戯
言
し
、
婦
人
を
見
て
さ
ま
ざ
ま
の
身
ぶ

り
手
ま
ね
き
し
て
よ
ろ
こ
び
、
友
同
士
も
の
い
ひ
て
笑
ふ
事
な

り
。

　
『
西
遊
雑
記
』
は
、
古
河
古
松
軒
が
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に

西
日
本
を
旅
し
た
際
の
紀
行
文
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
唐
人
屋

敷
は
大
勢
の
唐
人
た
ち
で
賑
わ
っ
て
お
り
、
何
人
か
の
下
級
水
夫
は

門
の
際
ま
で
出
て
、
外
の
世
界
を
眺
め
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。
彼

ら
の
言
語
は
「
チ
ン
プ
ン
カ
ン
」
で
古
松
軒
に
は
理
解
で
き
な
か
っ

た
が
、「
道
行
く
日
本
人
に
対
し
て
馬
鹿
に
し
た
態
度
を
と
る
唐

人
」
と
い
う
印
象
を
受
け
た
よ
う
だ
。

　

唐
人
屋
敷
の
門
で
は
し
ば
し
ば
唐
人
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
た
こ
と

が
、
次
の
史
料
か
ら
も
確
認
で
き
る

A
J
B

。

十
善
寺
村
と
い
ふ
に
、
唐
人
の
館
あ
り
。
三
方
は
空
溝
を
構
へ

竹
垣
ね
り
塀
な
ん
と
に
て
囲
ひ
、
表
門
二
の
門
と
て
二
重
に
門

を
立
て
、
唐
人
番
の
役
人
こ
れ
を
守
り
居
た
り
。
唐
人
三
四
人

門
の
際
に
居
た
り

　

尾
張
商
人
の
菱
屋
平
七
が
、
西
日
本
の
名
所
旧
跡
に
つ
い
て
記
し

た
道
中
日
記
『
筑
紫
紀
行
』
の
一
節
で
あ
る
。
彼
は
享
和
二
年
（
一

八
〇
二
）
五
月
九
日
に
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
、
唐
人
屋
敷
の
順
に
め
ぐ

っ
た
。
三
方
を
溝
（
堀
）・
竹
垣
・
練
塀
で
囲
わ
れ
た
唐
人
屋
敷
に

は
、「
表
門
」
と
「
二
の
門
」
が
あ
り
、
唐
人
番
と
い
う
役
人
が
警

固
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
門
の
側
に
は
三
〜
四
人
の
唐
人
が
立
っ
て

い
る
と
い
う
。
旅
行
者
に
と
っ
て
、
唐
人
屋
敷
の
門
は
容
易
に
越
え

ら
れ
な
い
仕
切
り
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
唐
人
た
ち
の
存
在
を
実
感

で
き
る
場
で
も
あ
っ
た
。

　

長
崎
に
は
個
人
的
な
関
心
に
よ
る
旅
行
者
だ
け
で
な
く
、
公
的
な

立
場
で
や
っ
て
来
る
者
も
い
た
。
例
え
ば
、
文
化
一
一
年
（
一
八
一

四
）
の
伊
能
忠
敬
を
中
心
と
し
た
巡
見
使
一
行
や
、
京
都
の
土
御
門

家
の
役
人
な
ど
も
長
崎
を
訪
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
公
的
な
訪
問

で
あ
る
た
め
、
一
般
の
旅
行
者
と
違
っ
て
彼
等
は
唐
人
屋
敷
の
内
部

ま
で
も
見
学
で
き
、
あ
る
種
の
異
国
体
験
が
可
能
で
あ
っ
た
。
次
の

史
料
を
見
て
み
よ
う

A
K
B

。

唐
人
二
三
輩
出
て
長
揖
し
て
饗
導
す
。
坐
敷
に
は
毛
氈
を
し
き

つ
め
た
り
。
案
内
の
通
事
人
高
尾
嘉
左
衛
門
、
そ
の
子
兵
右
衛

門
、
華
語
に
て
唐
人
と
か
た
る
。
即
ち
茶
を
D
し
て
い
だ
す
。
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味
ひ
は
な
は
だ
淡
薄
な
り
。
饅
頭
、
カ
ス
テ
ラ
、
茘
枝
、
龍
眼

肉
等
の
果
子
を
案
（
マ
マ
）に

盛
り
て
三
十
膳
ほ
ど
座
敷
の
中
央
に
な
ら

べ
お
く
。
彼
国
の
風
と
見
え
た
り
。
こ
の
中
に
四
ツ
人
形
の
如

き
か
ざ
り
も
の
あ
り
。
四
隅
と
も
に
大
根
の
つ
く
り
花
な
り
。

唐
人
ど
も
の
給
仕
に
て
我
等
ま
で
賞
味
す
。
游
撲
庵
が
学
才
か

ね
て
聞
け
ど
も
、
ゆ
る
し
な
け
れ
ば
臂
を
交
へ
て
筆
談
す
る
事

を
得
ず
、
唯
目
礼
し
て
退
く
。
悵
恨
に
堪
え
た
り
。

　

明
和
二
年
（
一
七
六
五
）、
他
藩
に
漂
着
し
た
水
戸
藩
の
者
が
長

崎
へ
と
送
ら
れ
、
そ
の
二
年
後
に
、
水
戸
藩
の
地
理
学
者
で
あ
る
長

久
保
赤
水
が
受
取
り
に
向
か
っ
た
。
こ
れ
は
そ
の
際
の
旅
日
記
の
一

節
で
あ
る
。
一
〇
月
一
四
日
に
は
オ
ラ
ン
ダ
商
館
と
唐
人
屋
敷
を
見

学
し
て
い
る
が
、
他
の
紀
行
文
な
ど
を
見
て
も
オ
ラ
ン
ダ
商
館
か
ら

唐
人
屋
敷
へ
と
い
う
順
番
が
多
く
、
見
学
ル
ー
ト
と
し
て
パ
タ
ー
ン

化
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
長
久
保
赤
水
は
唐
人
に
案
内
さ
れ
、
毛
氈
の
敷
か
れ
た
座

敷
に
通
さ
れ
、
う
す
味
の
茶
で
接
待
さ
れ
た
。
ま
た
、
座
敷
の
中
央

に
は
饅
頭
・
カ
ス
テ
ラ
・
茘
枝
・
龍
眼
肉
等
の
「
果
子
」
が
盛
ら
れ

た
皿
が
三
〇
ほ
ど
並
ん
で
い
て
、
唐
人
に
給
仕
さ
れ
な
が
ら
口
に
し

た
と
い
う
。
当
時
の
日
本
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
一
人
ず
つ
の
膳
に
分

け
て
食
事
を
す
る
習
慣
で
、
そ
の
場
で
大
皿
か
ら
取
り
分
け
て
食
べ

る
と
い
う
行
為
に
、
長
久
保
赤
水
は
「
異
国
」
の
風
習
を
感
じ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
、
食
べ
物
に
は
と
く
に
「
異
国
」
の
文
化
や
風
習
な
ど
を
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
四
月
二
三
日
に
、

唐
津
藩
主
が
唐
人
屋
敷
を
巡
見
し
た
際
の
献
立
が
残
っ
て
い
る

A
L
B

。
こ

の
中
に
は
「
ゑ
ん
す
」
入
り
豚
の
す
ま
し
煮
・
ふ
か
ひ
れ
入
り
豚
煮

な
ど
の
煮
物
類
、
う
ど
ん
、
杏
子
の
種
子
・
く
り
・
青
梅
の
蜜
漬
け

や
菊
の
花
形
饅
頭
な
ど
の
菓
子
類
、
あ
わ
せ
て
三
四
種
類
が
見
ら
れ

る
。

　

こ
こ
で
、
大
名
に
よ
る
唐
人
屋
敷
の
巡
見
に
つ
い
て
も
見
て
い
き

た
い
。
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
八
月
に
、
福
岡
藩
主
の
黒
田
継
高

が
唐
人
屋
敷
を
巡
見
し
て
い
る

A
M
B

。
長
崎
警
備
を
担
当
す
る
各
藩
主
に

と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
見
分
は
必
須
の
行
事
で
あ
っ
た
。
長
崎
の
沿

岸
警
備
な
ど
を
担
当
し
た
島
原
藩
主
も
定
期
的
に
長
崎
を
訪
れ
、
参

勤
で
江
戸
を
訪
れ
た
時
に
老
中
へ
報
告
し
て
い
る

A
N
B

。
藩
主
達
は
長
崎

で
奉
行
と
面
談
し
、
沿
岸
の
警
備
状
況
を
見
回
り
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館

や
唐
人
屋
敷
に
も
入
館
し
た
の
だ
。

　

同
じ
く
長
崎
警
備
を
担
当
し
た
大
村
藩
主
も
同
様
で
あ
る
。
安
永

五
年
（
一
七
七
六
）
二
月
二
六
日
の
オ
ラ
ン
ダ
船
入
港
を
受
け
て
、

大
村
藩
主
の
澹
哲
は
長
崎
に
赴
き
、
二
八
日
に
は
オ
ラ
ン
ダ
商
館
、
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唐
人
屋
敷
の
順
に
見
学
が
行
わ
れ
た
。
大
村
藩
の
藩
政
史
料
集
に
よ

る
と
、「
清
館
ニ
入
リ　

検
覧
悉
ク
終
リ
、
納
涼
室
ニ
於
テ
奏
楽
揮

毫
ヲ
観
ル
、
清
客
各
種
ノ
菓
子
ヲ
供
ス
、
因
テ
清
人
ニ
酒
鯣
ヲ
賜

フ

A
O
B

」
と
、
唐
人
屋
敷
に
入
館
し
一
通
り
見
学
し
た
後
、
楽
器
の
演
奏

や
書
画
を
見
て
、
様
々
な
菓
子
を
供
さ
れ
た
と
い
う
。

　

同
様
に
、
唐
人
屋
敷
で
長
崎
奉
行
に
出
さ
れ
た
献
立
も
分
か
っ
て

い
る

A
P
B

。「
え
ん
す
」
京
造
り
豚
の
煮
物
や
塩
豚
、
紅
白
砂
糖
漬
け
梨

や
桂
花
形
団
子
な
ど
、
全
部
で
四
三
種
類
も
出
さ
れ
た
ら
し
い
。
ち

な
み
に
、
先
ほ
ど
も
登
場
し
た
「
え
ん
す
」
と
は
「
燕
巣
」、
す
な

わ
ち
中
華
料
理
の
高
級
食
材
と
し
て
名
高
い
「
つ
ば
め
の
巣
」
の
こ

と
で
あ
る
。「
こ
と
に
燕
巣
の
醋
の
も
の
な
ど
ハ
、
唐
に
て
も
い
た

っ
て
の
賓
客
に
あ
ら
ざ
れ
バ
つ
か
ハ
ざ
る
も
の
ま
で
も
饗
応
す

A
Q
B

」
と

あ
る
よ
う
に
、
当
時
か
ら
燕
の
巣
は
高
級
食
材
で
、
唐
人
屋
敷
を
訪

れ
た
来
賓
へ
の
饗
応
料
理
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、「
長
崎
奉

行
彼
地
寄
着
以
後
一
年
在
勤
の
内
、
何
れ
の
方
ニ
而
も
例
に
よ
り
此

大
饗
あ
る
へ
し

A
R
B

」
と
あ
り
、
長
崎
奉
行
の
任
期
中
に
、
一
度
は
こ
の

よ
う
な
形
で
招
待
さ
れ
る
こ
と
が
慣
例
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

以
上
の
事
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
長
崎
を
訪
れ
た
人
々
は
日
常

と
は
違
う
異
国
性
に
関
心
を
示
し
て
い
る
。

（
２
）　

長
崎
奉
行
と
唐
人
屋
敷　

　

次
に
、
長
崎
と
い
う
都
市
を
支
配
し
異
国
と
の
交
渉
も
行
っ
た
長

崎
奉
行
が
、
そ
の
中
に
存
在
す
る
唐
人
屋
敷
と
い
う
「
境
界
領
域
」

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
を
、
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初

頭
を
中
心
に
考
察
し
て
い
く

A
S
B

。
そ
の
た
め
に
は
、
管
理
・
統
制
面
を

含
め
て
、
唐
人
屋
敷
の
状
況
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
唐
人
の
市
中
徘
徊
と
い
う
問
題
が
長
崎
奉

行
を
は
じ
め
諸
役
人
を
悩
ま
せ
て
い
た
。
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）

の
史
料
に
「
四
月
六
日
唐
人
共
大
勢
爰
元
柵
外
江
罷
越
、
何
歟
怪
敷

様
子
見
請
候
ニ
付
心
付
罷
在
候
処
、
本
篭
町
又
蔵
と
申
も
の
江
紙
包

相
渡
候
ニ
付
早
速
相
糺
候
処
、
麝
香
皆
掛
百
拾
八
匁
請
取
候

A
T
B

」
と
あ

る
。
四
月
六
日
に
大
勢
の
唐
人
が
唐
人
屋
敷
の
柵
を
越
え
、
又
蔵
に

麝
香
の
紙
包
み
を
渡
し
て
一
一
八
匁
を
受
け
取
る
密
貿
易
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
一
〇
月
一
一
日
に
も
多
く
の

唐
人
が
門
の
外
に
出
て
、
そ
の
上
、
出
入
り
の
チ
ェ
ッ
ク
も
受
け
な

い
よ
う
な
状
況
が
あ
っ
た

A
U
B

。
唐
人
屋
敷
の
設
立
直
後
か
ら
一
人
、
あ

る
い
は
数
人
で
密
か
に
塀
を
越
え
る
な
ど
の
事
件
は
発
生
し
て
い
た

が
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
集
団
で
門
を
強
行
突
破
し
、
市
中
に
出
る

と
い
う
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
唐
人
屋
敷
と
い
う

「
境
界
領
域
」
で
の
管
理
機
能
が
低
下
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
も
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ち
ろ
ん
、
長
崎
奉
行
は
た
だ
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

次
に
、
歴
代
の
長
崎
奉
行
ご
と
に
そ
の
対
応
を
見
て
い
こ
う
。

①
土
屋
紀
伊
守
廉
直

　

長
崎
奉
行
と
し
て
の
任
期
は
、
文
化
六
年
九
月
〜
七
年
九
月
、
文

化
八
年
九
月
〜
九
年
九
月
の
二
度
で
あ
る
。
土
屋
は
文
化
六
年
（
一

八
〇
九
）
一
二
月
に
、
唐
人
屋
敷
に
滞
在
し
て
い
る
船
主
た
ち
を
呼

び
寄
せ
、「
無
用
之
唐
人
不
罷
出
候
様
被
仰
付
候

A
V
B

」
と
、
唐
人
た
ち

の
外
出
を
制
限
し
た
。
さ
ら
に
翌
月
に
は
、
続
け
て
次
の
よ
う
な
対

策
も
講
じ
て
い
る

A
W
B

。

近
年
漕
者
共
風
儀
不
宜
、
船
々
修
理
中
最
寄
の
市
中
・
郷
中
エ

徘
徊
シ
、
或
ハ
漕
船
ノ
節
多
人
数
上
陸
シ
、
農
家
ニ
立
入
、

所
々
致
横
行
ノ
趣
達
聴
聞
、
畢
竟
密
売
の
手
段
ナ
リ
ト
有
テ
、

以
後
猥
リ
ニ
致
徘
徊
間
敷
、
且
滞
船
中
法
度
ヲ
守
リ
、
呑
水
汲

取
ノ
漕
者
四
、
五
人
ノ
外
不
可
上
陸
、
若
此
上
違
背
ノ
者
於
有

之
ハ
、
搦
メ
取
可
被
處
厳
科
ノ
旨
、
正
月
以
御
手
頭
厳
ク
諸
船

主
エ
被
仰
渡
（
後
略
）

　

唐
人
た
ち
が
市
中
を
徘
徊
し
、
農
家
に
立
ち
入
る
な
ど
の
行
為
も

あ
る
の
で
、
水
汲
み
の
水
主
四
〜
五
人
の
み
の
上
陸
に
す
る
と
い
う
。

集
団
に
よ
る
唐
人
屋
敷
か
ら
の
外
出
・
徘
徊
事
件
が
あ
い
つ
い
だ
た

め
、
あ
ら
か
じ
め
全
員
の
下
船
を
禁
じ
入
館
者
数
を
減
ら
し
て
お
く

こ
と
で
、
防
止
策
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
対
策
は
機
能
し
な
か
っ
た
の
か
、
あ
い
か
わ
ら
ず

「
在
留
唐
人
共
不
法
相
働
門
外
に
赴
」
と
、
唐
人
の
違
法
外
出
は
多

か
っ
た
よ
う
だ
。
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
五
月
に
、
さ
ら
に
次
の

よ
う
な
申
し
渡
し
を
追
加
し
て
い
る

A
X
B

。

在
留
船
主
江

唐
人
猥
リ
ニ
門
外
い
た
し
、
番
所
詰
候
者
制
方
用
ひ
さ
る
よ
し
、

不
埒
之
至
リ
ニ
候
、
以
来
門
出
之
唐
人
召
捕
候
條
、
時
宜
ニ
寄

N
請
候
儀
可
有
之
、
其
節
後
悔
致
間
敷
、
右
之
趣
在
留
船
主
共

江
通
事
を
以
急
度
申
渡
、
請
書
取
之
可
差
出
旨
可
申
渡
候

午
五
月

　

こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
無
許
可
で
外
出
し
た
唐
人
を
捕
ら
え
る
際

に
負
傷
さ
せ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
と
、
船
主
た
ち
に
あ
ら
か
じ
め

断
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
申
渡
し
を
唐
人
全
員
に
広
め
る
こ

と
で
、
不
法
行
為
へ
の
抑
止
効
果
を
狙
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
あ
い
か
わ
ら
ず
唐
人
た
ち
の
市
中
徘
徊
は
続
い
て
い
た
。

二
度
目
の
任
期
中
で
あ
る
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
八
月
に
は
、「
唐

人
外
出
御
差
留
之
処
、
制
候
役
人
江
法
外
致
懸
候

A
Y
B

」
と
、
外
出
を
制

止
す
る
役
人
に
対
し
て
騒
動
を
起
こ
し
て
い
る
。
こ
の
事
件
は
通
詞

を
介
し
て
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
も
情
報
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
、
土
屋
は
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「
非
常
に
怒
り
、
直
ち
に
大
村
か
ら
三
〇
〇
人
の
兵
士
、
筑
前
か
ら

三
〇
〇
人
の
兵
士
、
肥
前
か
ら
三
〇
〇
人
の
兵
士
を
招
集

A
Z
B

」
し
て
唐

人
屋
敷
の
警
備
に
あ
た
ら
せ
た
と
い
う
。
そ
し
て
「
同
勢
唐
人
館
前

出
張
、
致
法
外
候
唐
人
悉
く
召
捕
入
牢
被
仰
付
厳
命
被
仰
渡
、
唐
人

共
奉
恐
入
取
静
候
哉

A
[
B

」
と
、
不
法
行
為
を
行
っ
た
唐
人
は
捕
ら
え
て

牢
に
入
れ
よ
、
と
の
厳
し
い
対
応
を
命
じ
て
騒
動
は
鎮
ま
っ
た
。

　

な
お
、
土
屋
は
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
に
外
国
人
犯
罪
者
に
対

し
て
、
次
の
よ
う
な
「
国
禁
」
の
規
定
を
設
け
た

A
\
B

。

是
迄
之
姿
に
而
者
、
国
禁
申
付
候
者
、
再
渡
来
仕
候
而
も
、
多

人
数
之
儀
ニ
付
難
見
分
、
其
儘
在
留
仕
候
も
の
有
之
間
敷
共
難

申
候
間
、
其
節
之
目
印
ニ
相
成
候
ニ
付
、
入
墨
申
付
候
方
可
然

奉
存
候

　

唐
人
た
ち
は
一
度
に
大
人
数
で
入
港
す
る
た
め
、
か
つ
て
国
禁
と

な
っ
た
者
が
万
一
来
航
し
た
と
し
て
も
、
見
分
け
が
つ
か
な
い
可
能

性
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
国
禁
を
申
し
つ
け
ら
れ
た
者
に
は
目
印
と
し

て
、
入
墨
を
入
れ
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
そ
の
入
墨
も
、「
左
之

手
首
よ
り
入
墨
之
間
、
三
分
程
長
サ
壱
寸
五
分
幅
五
分
ニ
御
座
候
而
、

目
立
候
所
ニ
付

A
]
B

」
と
、
左
手
首
か
ら
三
分
ほ
ど
の
目
立
つ
所
に
、
長

さ
一
寸
五
分
・
幅
五
分
の
線
と
決
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
無
許
可
で

外
出
し
た
唐
人
は
捕
ら
え
ら
れ
、
国
禁
（
再
渡
来
禁
止
）
処
分
と
な

っ
て
入
れ
墨
を
入
れ
ら
れ
、
日
本
の
法
に
よ
っ
て
犯
罪
者
と
し
て
扱

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

②
曲
渕
甲
斐
守
景
露

　

長
崎
奉
行
と
し
て
の
任
期
は
、
文
化
三
年
三
月
〜
四
年
九
月
、
文

化
五
年
九
月
〜
六
年
九
月
、
文
化
七
年
九
月
〜
八
年
九
月
の
三
度
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
曲
渕
の
三
度
目
の
就
任
時
は
、
唐
人
た
ち
へ
の
規

制
が
行
き
届
か
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
着
任
直
後
に
早
速
、

次
の
よ
う
な
申
し
渡
し
を
唐
人
に
対
し
て
行
っ
て
い
る

A
^
B

。

近
年
猥
ニ
門
出
い
た
し
不
束
之
至
リ
ニ
付
、
此
末
壱
人
た
り
共

門
外
致
間
敷
候
、
万
一
押
而
罷
出
候
者
於
有
之
ハ
、
直
ニ
召
捕

候
條
其
旨
相
心
得
、
此
度
帰
唐
之
上
一
統
申
談
、
冬
船
入
津
之

上
御
法
相
守
、
不
法
無
之
様
可
致
候
、
此
段
前
廣
申
渡
置
候

午
九
月

　

長
崎
奉
行
就
任
に
あ
た
り
、
唐
人
の
市
中
徘
徊
が
増
加
し
て
い
る

状
況
に
対
し
て
、
今
後
は
外
出
を
規
制
し
、
万
一
違
犯
す
る
よ
う
な

場
合
に
は
即
刻
捕
ら
え
る
事
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
こ
の
事
を
、
帰

国
後
に
広
め
る
よ
う
に
と
申
し
渡
し
た
。
つ
ま
り
、
現
在
の
滞
在
者

は
も
ち
ろ
ん
、
今
後
来
航
す
る
唐
人
た
ち
に
対
し
て
も
あ
ら
か
じ
め

予
防
策
を
と
っ
た
の
だ
。

　

さ
ら
に
念
を
押
す
よ
う
に
、
同
じ
年
の
一
二
月
一
日
に
も
次
の
よ
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う
な
申
渡
し
を
船
主
た
ち
に
行
っ
た

A
_
B

。

唐
人
屋
舗
規
定
之
儀
者
追
々
申
渡
、

寛
政
三
亥
年
七
ヶ
條
申
渡
置
候
処
、

近
頃
多
人
数
猥
ニ
門
致
出
入
探
改

等
茂
難
行
届
、
船
々
修
理
之
節
其

外
無
謂
市
中
散
在
い
た
し
、
時
ニ

寄
乙
名
并
通
事
共
、
且
門
番
人
其

外
役
人
共
申
諭
候
義
茂
不
聞
受
候

義
茂
有
之
由
、
心
得
違
之
至
ニ
候

間
、
当
冬
船
入
津
候
ハ
ヽ
、
在
館

船
主
共
よ
り
一
船
限
乗
組
之
者
共

江
、
日
本
之
御
法
堅
ク
相
守
、
門

出
入
者
勿
論
、
市
中
散
在
又
者
寺

社
参
詣
之
節
茂
、
不
埒
之
義
無
之

様
、
尤
密
賣
之
儀
者
御
制
禁
候
之

處
、
是
迄
隠
物
持
渡
、
度
々
改
出

ニ
相
成
候
得
共
、
以
後
共
弥
及
見

聞
候
次
第
、
厳
重
ニ
相
改
取
上
候

間
、
右
之
趣
得
与
可
申
渡
置
候

　

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
唐
人
屋

敷
の
規
定
が
申
し
渡
さ
れ
た
も
の
の
効
果
が
無
く
、
違
法
な
市
中
徘

徊
が
続
き
、
門
番
・
役
人
の
言
い
つ
け
を
聞
き
入
れ
な
い
状
態
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
幕
府
法
の
遵
守
、
外
出
・
市
中
徘
徊
へ
の
制
限
、

密
貿
易
の
禁
止
を
厳
重
に
申
し
渡
し
た
。
ち
な
み
に
、
こ
こ
で
「
密

賣
」
の
語
が
出
て
い
る
が
、
曲
渕
は
「
唐
船
在
留
中
、
工
社
不
取
締

之
儀
有
之
、
市
中
徘
徊
い
た
し
、
密
請
之
手
段
い
た
し
、
市
中
之
者

共
茂
利
潤
ニ
迷
ひ
、
不
届
之
至
ニ
候

A
`
B

」
と
、
市
中
徘
徊
が
明
ら
か
に

密
貿
易
の
手
段
の
一
つ
に
な
る
と
認
識
し
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
曲
渕
が
長
崎
奉
行
に
就
任
し
た
直
後
の
九
月
・
一

二
月
と
、
続
け
て
同
様
の
申
し
渡
し
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
密
貿
易

へ
と
発
展
し
か
ね
な
い
市
中
徘
徊
へ
の
取
締
り
を
、
急
務
の
課
題
と

し
た
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
表
１
は
文
化
七
年
（
一
八
一

〇
）
に
お
け
る
唐
人
の
市
中
徘
徊
の
記
事
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
件
の
事
件
が
発
生
し
て
お
り
、
特
に
曲
渕
就
任
直
前
の
八
月
の
市

中
俳
徊
は
、
十
数
人
の
団
体
で
あ
っ
た
。

③
金
沢
大
蔵
少
輔
千
秋

　

長
崎
奉
行
と
し
て
の
任
期
は
、
文
化
一
三
年
九
月
〜
一
四
年
一
〇

月
で
あ
る
。
金
沢
も
唐
人
の
市
中
徘
徊
に
対
し
て
、
発
見
次
第
捕
ら

え
る
と
い
う
厳
し
い
方
針
を
と
っ
て
い
た
。
こ
の
点
は
、「
中
国
人

た
ち
が
そ
れ
（
日
本
の
法̶

著
者
）
に
不
服
な
ら
ば
、
彼
ら
は
来
な

表 1　文化７年（1810）の市中徘徊

日付 徘徊者 内容 処分 典拠

5月12日 不明 唐人が不法に門外 不明「唐人番倉田氏日記」

7月23日 江勇弟・方得禄・陳迎春 市中徘徊 国禁『犯科帳』６巻274頁

8月11日 鄭代暢・張光友・魏利弟他14人 市中徘徊 国禁『犯科帳』６巻275頁

注：「唐人番倉田氏日記」は長崎歴史文化博物館所蔵の筆耕本を参照した。  
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い
で
い
れ
ば
よ
い
、
し
か
し
、
彼
ら
が
当
地
へ
貿
易
の
た
め
に
来
航

し
た
い
の
な
ら
ば
、
日
本
の
諸
法
令
に
し
た
が
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

A
a
B

」
と
い
う
金
沢
の
見
解
が
、
如
実
に
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
な
お
、

こ
の
時
期
の
唐
人
屋
敷
の
取
り
締
ま
り
に
つ
い
て
は
、『
長
崎
オ
ラ

ン
ダ
商
館
日
記
』
に
も
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る

A
b
B

。

中
国
人
た
ち
は
、
数
年
来
、
力
ず
く
で
唐
人
屋
敷
の
門
を
通
っ

て
、
市
内
を
徘
徊
し
て
い
た
が
、
今
や
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
厳

し
く
禁
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
許
可
な
く
外
出
し
た
者
は
す
ぐ
に

縛
り
上
げ
ら
れ
、
牢
屋
へ
連
れ
て
行
か
れ
、
ふ
た
た
び
来
航
す

る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
彼
が
二
度
と
ふ
た
た
び
来

航
し
な
い
た
め
に
、
彼
は
、
識
別
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

腕
に
二
つ
の
焼
印
を
捺
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
彼
は
ふ
た
た
び

来
航
す
れ
ば
、
生
命
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

　

外
国
人
犯
罪
者
へ
の
対
処
方
針
は
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
と
っ
て
も

無
関
係
の
こ
と
で
は
な
く
、
関
心
を
持
っ
て
情
報
を
集
め
て
い
た
よ

う
だ
。
ま
た
金
沢
は
「
外
出
致
候
唐
人
ハ
見
当
次
第
召
捕
差
出
候
様
、

筋
役
人
江
被
仰
渡
、
唐
館
二
之
門
内
江
垣
を
結
ひ
、
厳
重
ニ
御
取
計

有
之
候

A
c
B

」
と
、
唐
人
の
居
住
空
間
で
あ
る
「
二
之
門
」
の
中
に
垣
を

設
け
、
さ
ら
な
る
厳
重
な
警
戒
体
制
を
敷
い
た
。
す
な
わ
ち
、
現
在

の
大
使
館
な
ど
と
違
い
、
二
の
門
の
内
部
で
あ
っ
て
も
幕
府
の
支
配

が
及
ぶ
空
間
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

④
容
認
す
る
奉
行

　

こ
れ
ら
三
人
の
長
崎
奉
行
の
動
き
か
ら
、
厳
し
い
対
応
を
試
み
て

は
い
る
も
の
の
一
年
後
の
奉
行
交
代
時
に
は
、
唐
人
た
ち
へ
の
規
制

が
す
で
に
効
か
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
長
崎
奉
行
の
対
応
の
厳
し
さ
に
も
個
人
差

が
あ
っ
た
。
以
下
、『
唐
人
館
騒
動
一
件
』
か
ら
見
て
い
こ
う

A
d
B

。「
牧

野
様
御
在
勤
兼
而
文
雅
御
好
之
由
ニ
而
、
唐
人
踊
御
見
物
相
初
候
由
、

唐
人
退
屈
之
様
子
ニ
思
召
、
折
々
門
前
近
所
迄
外
出
仕
、
無
御
構
、

已
然
之
通
自
由
相
働
候
」
と
、
文
化
一
〇
年
九
月
〜
一
一
年
九
月
に

奉
行
を
勤
め
た
牧
野
大
和
守
成
傑
は
、
唐
人
踊
り
を
見
物
す
る
な
ど

中
国
文
化
に
関
心
が
あ
り
、
唐
人
た
ち
も
館
内
ば
か
り
に
い
て
は
退

屈
だ
ろ
う
と
、
外
出
に
対
し
て
も
一
定
の
自
由
を
認
め
て
い
た
と
い

う
。

　

ま
た
、
金
沢
の
奉
行
時
代
に
二
の
門
内
に
垣
を
設
け
た
こ
と
は
先

述
し
た
が
、
そ
の
後
に
長
崎
奉
行
に
就
任
し
た
筒
井
和
泉
守
政
憲
は
、

次
の
よ
う
な
対
応
を
と
っ
た
。

筒
井
様
在
勤
中
之
次
第
は
左
之
通
有
之
候
、
金
沢
後
筒
井
思
召

雲
泥
之
違
ニ
て
、
二
之
門
内
有
之
候
て
は
不
便
利
ニ
付
、
取
拂

方
願
之
通
早
速
御
聞
済
、
市
中
勝
手
ニ
致
出
入
交
易
仕
候
付
、
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唐
人
は
勿
論
地
之
者
迄
も
殊
之
外
難
有
申
立
候
由
（
後
略
）

　

こ
の
ま
ま
で
は
不
便
だ
ろ
う
か
ら
と
、
唐
人
た
ち
の
願
い
を
受
け

入
れ
、
こ
の
垣
を
取
り
払
う
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
を
金
沢
奉
行
と
は

雲
泥
の
差
だ
と
、
唐
人
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
長
崎
市
中
の
人
々
も
喜

ん
で
い
る
と
い
う
。「
厳
重
ニ
御
取
計
有
之
候
処
、
市
中
評
判
は
不

宜
候
」
と
、
取
り
締
ま
り
の
厳
格
化
が
評
判
の
悪
化
を
招
い
た
と
い

う
こ
と
は
、
長
崎
市
中
の
人
々
も
唐
人
の
市
中
徘
徊
を
む
し
ろ
望
ん

で
い
た
と
い
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
密
貿
易
の
問
題
が
そ
の
背
景
に
あ

る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、「
筒
井
様
よ
り
者
甚
猥
ニ
相
成
、
市
中
勝

手
ニ
致
徘
徊
候
而
巳
な
ら
す
、
唐
物
種
々
之
品
持
出
交
易
等
い
た
し

候
、
中
ニ
者
懇
意
之
か
た
多
出
来
、
寝
泊
ま
で
い
た
し
候
」
と
、
市

中
徘
徊
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
長
崎
の
住
民
と
唐
人
の
交
流
は
親
密

な
も
の
と
な
り
、
そ
の
過
程
で
は
唐
物
の
私
貿
易
も
行
わ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
取
締
り
の
実
態
を
見
て
い
く
と
、
長
崎
奉
行
に
よ
っ

て
唐
人
へ
の
対
応
が
一
貫
し
て
い
な
か
っ
た
事
が
わ
か
る
。
そ
れ
に

は
い
く
つ
か
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
長
崎
と
い
う
都
市
の
地
域
利
潤
が
、
貿
易
と
切
り
離
せ

な
い
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
貿
易
の
た
め
に
来
航
す
る
異
国
人
と

の
関
係
性
は
、
長
崎
の
経
済
に
影
響
を
与
え
る
。
長
崎
奉
行
は
貿
易

を
成
り
立
た
せ
、
地
域
社
会
の
利
益

A
e
B

も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

立
場
で
あ
る
た
め
、
厳
格
な
対
応
が
困
難
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
に
、
遠
国
奉
行
の
一
つ
で
あ
る
長
崎
奉
行
は
、
江
戸
幕
府
か

ら
派
遣
さ
れ
る
役
人
で
あ
り
、
任
期
を
問
題
な
く
勤
め
上
げ
た
い
と

い
う
の
は
、
ど
の
奉
行
に
も
共
通
し
た
思
い
で
あ
る
。
し
か
し
貿
易

改
革
は
、
と
も
す
れ
ば
異
国
人
の
反
発
を
招
く
場
合
も
あ
っ
た
。
一

七
七
〇
〜
八
〇
年
代
に
出
島
に
滞
在
し
て
い
た
商
館
長
イ
ザ
ー
ク
・

テ
ィ
ツ
ィ
ン
グ
は
、
書
簡
の
随
所
で
長
崎
奉
行
在
任
中
に
亡
く
な
っ

た
戸
田
出
雲
守
氏
孟
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
酷
評
し
て
い
る
（
数

字
は
引
用
ペ
ー
ジ
を
示
す

A
f
B

）。

奉
行
戸
田
出
雲
の
取
扱
い
に
は
非
常
に
不
満
（
49
）
／
閣
下
の

悪
し
き
友
人
で
あ
っ
た
戸
田
出
雲
守
（
57
）
／
奉
行
戸
田
出
雲

に
よ
っ
て
被
っ
た
無
礼
と
恥
辱
（
123
）
／
忌
ま
わ
し
い
奉
行
戸

田
出
雲
の
ひ
ど
い
扱
い
（
131
）
／
私
は
憎
む
べ
き
戸
田
出
雲
を

呪
っ
て
い
ま
す
（
141
）

　

厳
し
い
貿
易
改
革
を
断
行
し
た
戸
田
は
、
テ
ィ
ツ
ィ
ン
グ
か
ら
忌

み
嫌
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
在
任
中
に
唐
人
た
ち
の
反
発
を
受
け
て
、

騒
動
（
暴
動
）
な
ど
へ
発
展
す
る
こ
と
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
厳
重
な

対
処
が
で
き
な
い
奉
行
も
出
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
長
崎
奉
行
の
試
行
錯
誤
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
騒
動
は

し
ば
し
ば
発
生
し
て
い
る
。
次
に
「
境
界
領
域
」
の
特
徴
を
、
騒
動



9899

と
い
う
不
法
行
為
か
ら
見
て
い
こ
う
。

二　
「
境
界
領
域
」
を
め
ぐ
る
警
備
の
問
題

（
１
）　

警
備
の
強
化　

　

市
中
徘
徊
が
し
ば
し
ば
発
生
す
る
長
崎
の
状
況
に
対
し
て
、
法
に

よ
る
規
制
だ
け
で
な
く
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
警
備
体
制
が
し
か

れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
長
崎
警
備
に
つ
い
て
概
観
し
て
お

こ
う
。
先
述
し
た
よ
う
に
、「
鎖
国
」
下
に
お
け
る
幕
府
の
直
轄
地

長
崎
は
、
外
国
と
の
重
要
な
貿
易
・
情
報
の
窓
口
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
船
と
中
国
船
に
限
っ
て
、
通
商
の
た
め
の
来
航
が

許
可
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
外
国
と
の
接
点
で
は
、
当
然
な
が

ら
厳
重
な
警
備
体
制
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
長
崎
奉
行
が

常
駐
制
と
な
り
、
九
州
防
衛
の
総
責
任
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た

A
g
B

。

　

実
務
と
し
て
は
、
寛
永
一
八
年
（
一
六
四
一
）
二
月
に
福
岡
藩
に

長
崎
の
警
備
が
命
じ
ら
れ
、
幕
府
か
ら
石
火
矢
・
大
筒
お
よ
び
弾
丸

な
ど
が
貸
与
さ
れ
そ
の
任
に
あ
た
っ
た
。
翌
年
は
代
わ
っ
て
佐
賀
藩

に
長
崎
警
備
が
命
じ
ら
れ
、
前
任
の
福
岡
藩
か
ら
石
火
矢
、
そ
の
他

の
武
具
を
受
け
取
り
警
備
を
務
め
た
。
次
の
寛
永
二
〇
年
に
再
び
福

岡
藩
に
命
じ
ら
れ
て
以
後
は
、
福
岡
藩
と
佐
賀
藩
が
一
年
交
代
で
勤

め
る
こ
と
が
決
定
し
、
両
藩
の
幕
府
に
対
す
る
軍
役
の
一
環
と
し
て
、

幕
末
に
到
る
ま
で
こ
の
体
制
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
長
崎
警
備
に
つ
い
て
は
研
究
が
進
み
、
特
に
福
岡
・

佐
賀
藩
の
役
割
に
つ
い
て
は
か
な
り
解
明
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る

A
h
B

。

し
か
し
、
地
理
的
に
も
長
崎
市
中
に
最
も
近
い
は
ず
の
大
村
藩
の
警

備
へ
の
関
わ
り
方
は
、
あ
ま
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で

本
論
で
は
、
大
村
藩
の
役
割
に
焦
点
を
あ
て
な
が
ら
、
一
九
世
紀
初

頭
の
唐
人
屋
敷
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

　

大
村
藩
は
も
と
も
と
長
崎
市
中
を
領
地
と
し
て
い
た
が
、
幕
領
に

な
っ
た
た
め
に
、
肥
前
国
彼
杵
郡
二
七
、
九
七
三
石
に
移
っ
た
。
外

様
の
小
藩
で
は
あ
る
が
、
居
城
が
最
も
近
距
離
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

福
岡
・
佐
賀
藩
と
共
に
、
大
村
藩
に
も
長
崎
の
警
備
が
軍
役
と
し
て

課
さ
れ
て
い
る
。
一
七
世
紀
の
警
備
内
容
に
つ
い
て
は
、
表
２
に
挙

げ
て
お
い
た
。
異
国
船
入
津
に
対
す
る
警
備
、
大
村
に
あ
る
牢
屋
に

外
国
人
犯
罪
者
を
収
監
す
る
こ
と
、
長
崎
市
中
へ
の
七
つ
の
入
り
口

（
一
瀬
口
・
馬
込
口
・
茂
木
口
・
大
浦
口
・
清
水
口
・
井
良
林
口
・
西
山

口
）
の
警
固
な
ど
を
担
当
し
て
い
た
。

　

次
に
、
本
論
で
対
象
と
す
る
一
九
世
紀
に
お
け
る
大
村
藩
の
長
崎

警
備
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
日
本
近
海
へ
中

国
・
オ
ラ
ン
ダ
以
外
の
異
国
船
も
度
々
来
航
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

対
応
に
迫
ら
れ
た
幕
府
は
、
大
村
藩
に
も
協
力
を
要
請
し
、
表
３
の
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よ
う
な
警
備
兵
の
派
遣
と
な
っ
た
。

　

一
例
と
し
て
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
の
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件

か
ら
、
大
村
藩
の
動
き
を
見
て
み
よ
う
。
八
月
一
五
日
に
オ
ラ
ン
ダ

国
旗
を
掲
げ
た
外
国
船
が
来
航
し
た
た
め
、
奉
行
所
か
ら
役
人
が
確

認
に
向
か
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
外
国
船
は
オ
ラ
ン
ダ
船
で
は
な
く
、

実
は
イ
ギ
リ
ス
船
で
あ
る
事
が
わ
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
警
備
の
強

化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
大
村
藩
も
主
軸
で
あ
る
佐
賀
藩
と
共

に
警
備
に
あ
た
っ
て
い
る

A
i
B

。「
大
村
上
総
之
助
へ
も
人
数
差
出
、
陸

地
相
固
候
様
申
達
」
と
、
警
備
の
た
め
の
人
員
派
遣
が
大
村
藩
主
に

命
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
翌
一
六
日
に
は
「
早
速
陸
地
固
人

数
船
手
の
固
差
遣
」
と
、
陸
海
警
備
の
人
員
が
大
村
藩
か
ら
派
遣
さ

れ
た
。
ま
た
、「
私
儀
、
甲
冑
支
度
に
罷
越
御
奉
行
所
相
守
候
様
、

彼
地
差
置
候
家
来
共
へ
図
書
頭
よ
り
被
相
達
候
段
申
越
、
今
早
々
申

刻
承
知
、
依
之
早
速
支
度
領
内
時
津
へ
渡
海
罷
越
積
に
て
、
今
夜
寅

の
刻
出
船
仕
度
」
と
、
長
崎
駐
在
中
の
大
村
藩
家
来
を
通
じ
て
達
し

が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
藩
主
で
あ
る
大
村
上
総
之
助
自
ら
も
、
奉

行
所
警
備
の
た
め
に
長
崎
に
赴
く
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ

で
一
七
日
の
夜
に
大
村
藩
主
も
出
発
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
天
候
の

関
係
か
ら
長
崎
に
行
く
事
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、「
船
出
帆

に
影
見
隠
候
に
付
、
固
人
数
船
手
共
引
払
候
様
、
彼
地
差
置
候
私
家

表２　大村藩の長崎警備（唐人屋敷建設前）
1613年 長崎のキリシタン取締を命じられる。
1614年 大坂冬の陣に際して、長崎警備を命じられる。
1637年 肥前有馬一揆で長崎警備を命じられる。
1640年 南蛮船１艘入津のため、長崎警備を命じられる。
1647年 南蛮船２艘入津のため、長崎警備を命じられる。
1656年 異国船長崎入津のため、長崎警備を命じられる。
1662年 長崎奉行より、異変の際の警備を命じられる。
1668年 長崎奉行より、異変の際の警備を命じられる。
1673年 イギリス船１艘入津のため、長崎警備を命じられる。

「九葉実録」巻之六（『九葉実録』第１冊、144頁）より作成
表３　大村藩の長崎出兵

享和元（1801） ９月 五島沖に異船が漂着。大村藩より３艘156人が伊王島に待機。
　　３（1803） ７月 米船１艘が高鉾島沖にて通商を要求。雄城左膳の１隊８艘・稲垣

主膳の１隊を松島へ派遣。
文化元（1804） ９月 レザノフが来航。大村兵部以下775人、38艘を福田浦へ派遣。
　 11月 ロシア人が梅ヶ崎に上陸。大浦口・十善寺口を450人で警衛。
　　４（1807） ４月 米船来航。雄城左膳１隊150人を長崎へ、松田土佐之丞１隊を松島

へ派遣。
　　５（1808） ８月 英船フェートン号来航。奉行よりの戒厳令で、大村からも出兵。
　　９（1812） ８月 清国の暴動に備え、長崎より出動要請。

『九葉実録』第５冊より作成
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来
の
も
の
へ
松
平
図
書
頭
被
申
聞
候
、
依
之
追
々
人
数
船
手
共
引
取

申
候
」
と
、
イ
ギ
リ
ス
船
が
出
帆
し
た
た
め
に
、
八
月
一
九
日
に
は

警
備
兵
の
引
き
上
げ
が
決
め
ら
れ
た
。

　

そ
れ
で
は
先
述
し
た
市
中
徘
徊
の
問
題
に
は
、
大
村
藩
は
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
度
々
触
れ
を
出
し
て
も
、「
御
手
頭

を
以
被
仰
付
候
處
、
當
時
ハ
相
収
候
得
共
、
其
後
丸
荷
役
等
之
節

追
々
門
外
仕
候

A
j
B

」
と
、
直
後
に
は
静
ま
る
も
の
の
再
び
唐
人
の
徘
徊

事
件
は
発
生
し
、
状
況
は
改
善
さ
れ
な
か
っ
た
。「
唐
人
ど
も
十
人

ば
か
り
此
辺
に
徘
徊
し
て
相
共
に
笑
語
す
。
唐
音
の
中
に
和
語
を
用

う
る
者
も
あ
り

A
k
B

」
と
、
旅
行
者
で
さ
え
も
遭
遇
す
る
ほ
ど
唐
人
の
徘

徊
は
日
常
化
し
て
お
り
、
日
本
語
を
話
す
者
さ
え
出
て
く
る
ほ
ど
、

接
触
の
多
さ
が
う
か
が
え
る
。

　

さ
ら
に
市
中
徘
徊
の
問
題
は
、
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
八
月
一

一
日
に
次
の
よ
う
な
騒
動
に
ま
で
発
展
し
た
。「
大
門
〆
切
候
様
被

仰
聞
直
〆
切
候
處
、
官
（
マ
マ
）内
唐
人
共
両
番
所
格
子
打
破
リ
門
外
致
居
候
、

残
唐
人
ハ
迯
入
、
其
上
大
勢
ニ
て
御
検
使
始
捕
方
見
掛
、
石
・
割
レ

木
抔
投
掛

A
l
B

」
と
、
徘
徊
を
防
止
す
る
た
め
に
唐
人
屋
敷
の
大
門
を
締

め
切
っ
た
。
す
る
と
、
腹
を
た
て
た
唐
人
た
ち
が
番
所
の
格
子
を
打

ち
破
っ
た
り
、
役
人
に
石
や
木
材
な
ど
を
投
げ
る
な
ど
の
暴
力
事
件

を
お
こ
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
不
穏
な
長
崎
の
状
況
に
、
地
役
人
だ
け
で
は
唐
人
の

不
法
を
制
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
大
村
藩
に
も
軍
役
の
一
環
と
し
て
、

唐
人
屋
敷
の
警
備
が
命
じ
ら
れ
る
事
と
な
っ
た
。「
是
迄
猥
ニ
市
中

致
徘
徊
候
儀
、
度
々
有
之
（
中
略
）
此
度
、
大
村
上
総
介
被
仰
付
、

御
番
所
出
来
候
付
、
徘
徊
等
堅
相
慎
可
申
候

A
m
B

」
と
、
市
中
徘
徊
防
止

の
た
め
に
番
所
が
建
設
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。

　

こ
の
警
備
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。
文
政
三

年
（
一
八
二
〇
）
六
月
一
九
日
に
、
江
戸
の
老
中
水
野
出
羽
守
忠
成

か
ら
大
村
上
総
介
純
昌
に
あ
て
て
、
二
通
の
指
令
が
出
さ
れ
た
。

（
史
料
Ａ

A
n
B

）

長
崎
市
中
平
常
之
備
并
唐
人
屋
敷
為
取
締
、
右
屋
敷
門
前
江
勤

番
所
取
建
、
向
後
家
来
共
罷
越
、
為
相
守
可
被
申
候
、 

尤
非
常

之
節
ニ
長
崎
警
固
之
儀
者
、
可
為
前
々
之
通
候
、
番
所
取
建
方

并
家
来
人
数
交
替
等
之
儀
ハ
、
長
崎
奉
行
可
被
承
合
候

（
史
料
Ｂ

A
o
B

）

従
前
々
長
崎
表
之
御
用
被
相
心
得
、
在
邑
重
之
勤
向
に
て
、
弥

此
度
彼
地
之
勤
番
を
も
被　

仰
付
候
、
付
而
ハ
以
来
於
当
地
外

御
用
被　

仰
付
候
儀
、
先
つ
者
有
之
間
敷
候
間
、
弥
彼
表
之
勤

方
専
一
ニ
可
被
心
掛
候

　
（
史
料
Ａ
）に
は
、
長
崎
市
中
お
よ
び
唐
人
屋
敷
の
取
り
締
ま
り
の
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た
め
に
、
大
門
の
前
に
勤
番
所
を
設
立
し
、
家
来
を
動
員
し
て
警
備

を
行
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
非
常
時
に
は
、
従
来
通
り

長
崎
市
中
に
ま
で
範
囲
を
広
げ
て
警
備
を
行
う
こ
と
も
加
え
ら
れ
て

い
る
。（
史
料
Ｂ
）で
は
、
長
崎
市
中
以
外
の
軍
役
は
免
除
す
る
か
わ

り
に
、
唐
人
屋
敷
の
警
備
に
専
念
す
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
文
政
三
年
一
〇
月
五
日
よ
り
勤
番
所
の
建
設
が

開
始
さ
れ
、
一
一
月
五
日
に
完
成
し
た

A
p
B

。『
唐
人
館
騒
動
一
件
』
に

よ
る
と
、
勤
番
所
は
間
口
一
〇
間
・
奥
行
き
六
間
の
惣
瓦
葺
き
で
、

弓
・
長
柄
な
ど
の
武
器
類
も
備
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
脇
の

浜
辺
に
は
台
場
を
設
け
て
大
砲
を
二
つ
設
置
す
る
な
ど
、
異
国
船
来

航
に
対
し
て
も
警
戒
を
行
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
の
勤
番
所
で
は
終

日
八
人
ず
つ
の
大
村
藩
兵
が
番
を
し
、
門
か
ら
出
よ
う
と
す
る
唐
人

を
制
止
す
る
事
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
次
の
史
料
を
見
て
み
よ

う

A
q
B

。
御
番
所
之
儀
、
昼
夜
無
懈
怠
可
相
勤
、
雖
為
夜
中
御
番
之
戸
を

明
置
、
不
寝
番
を
い
た
し
、
請
取
之
場
所
切
々
見
廻
、
若
狼
藉

者
又
は
手
負
た
る
輩
、
惣
て
不
審
成
者
於
来
は
、
出
向
留
置
之
、

早
速
、
御
役
所
江
申
達
可
得
差
図
、
縦
廻
場
ニ
て
無
之
候
共
、

近
所
ニ
候
ハ
ハ
罷
越
取
計
、
其
上
ニ
て
廻
場
之
番
え
可
相
渡
候

事

　

こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
勤
番
所
の
戸
は
夜
中
で
も
開
け
て
お
き
、

不
眠
で
警
備
に
あ
た
り
、
狼
藉
者
・
不
審
者
な
ど
が
あ
れ
ば
拘
留
し
、

役
所
の
指
示
を
仰
ぐ
事
が
規
則
に
も
り
こ
ま
れ
た
。
ま
た
、「
唐
人

屋
敷
門
前
勤
番
所
詰
番
士
之
儀
、
三
十
日
交
代
被　

仰
出
為
相
勤

候

A
r
B

」
と
、
三
〇
日
交
代
で
の
勤
務
も
決
め
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
騒

動
や
異
国
船
来
航
な
ど
の
非
常
事
態
の
対
処
に
つ
い
て
は
、「
不
寄

何
事
御
役
所
よ
り
可
得
差
図
之

A
s
B

」
と
、
奉
行
所
か
ら
の
指
示
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

一
方
、
対
す
る
唐
人
側
は
警
備
強
化
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。『
唐
人
館
騒
動
一
件
』
に
よ
る
と
、
勤
番
所

の
設
立
に
よ
っ
て
外
出
を
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
唐
人
た
ち
が
、

不
満
を
抱
い
て
い
た
事
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、「
大
勢
唐
人
共
之
内

よ
り
申
候
者
、　

大
公
儀
よ
り
外
出
御
差
留
ニ
無
之
、
田
舎
大
名
之

心
得
ニ
而
外
出
不
為
致
、
難
渋
之
趣
種
々
雑
言
等
申
立
」
と
、「
大

公
儀
」（
幕
府
）
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
田
舎
大
名
」（
大
村
藩
）

に
よ
っ
て
外
出
が
差
し
止
め
ら
れ
た
と
、
多
く
の
唐
人
が
語
っ
て
い

る
と
い
う
。
こ
の
認
識
の
真
偽
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が
、
少

な
く
と
も
、
現
場
を
担
当
し
て
い
る
大
村
藩
へ
の
不
満
は
大
き
か
っ

た
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
次
の
よ
う
な
騒
動
を
生
む
要
因
と
な
っ
た
と
も

い
え
る
。
そ
れ
で
は
、
勤
番
所
の
設
立
に
よ
っ
て
発
生
し
た
唐
人
屋
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敷
の
大
き
な
問
題
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

（
２
）　

騒
動
の
実
態　

　

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
一
一
月
初
め
に
勤
番
所
が
完
成
し
、
同

月
二
一
日
か
ら
多
勢
の
大
村
藩
兵
が
詰
め
始
め
た

A
t
B

。
し
か
し
唐
人
た

ち
は
唐
人
屋
敷
の
警
備
強
化
に
不
満
を
抱
い
て
お
り
、
勤
番
所
設
立

直
後
か
ら
度
々
騒
動
が
発
生
し
て
い
た
。
そ
れ
を
一
覧
に
し
た
も
の

が
表
４
で
あ
る
。
勤
番
所
設
立
か
ら
わ
ず
か
半
年
で
、
九
回
も
の
騒

動
が
唐
人
屋
敷
内
で
発
生
し
て
い
る
。
月
平
均
一
・
五
回
の
ペ
ー
ス

で
は
、
処
分
が
一
段
落
す
る
間
も
な
く
次
の
騒
動
が
発
生
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
、
長
崎
奉
行
を
は
じ
め
役
人
た
ち
の
困
難
が
う
か
が
え

る
。

　

こ
の
よ
う
な
唐
人
た
ち
の
不
法
行
為
に
対
し
て
、
長
崎
奉
行
は
次

の
よ
う
に
考
え
て
い
た

A
u
B

。

此
間
中
取
騒
候
付
、
以
来
唐
人
罷
出
多
人
数
ニ
而
竹
鑓
を
以
及

手
向
候
ハ
ハ
、
弓
ニ
而
射
取
候
而
茂
宜
敷
御
座
候
哉
、
鑓
・
刀

ニ
而
切
突
可
申
哉
之
段
、
御
奉
行
所
へ
伺
有
之
候
之
処
、
射
取

候
儀
者
勿
論
、
成
丈
穏
便
ニ
取
計
候
儀
、
可
然
段
御
答
御
座
候

者
、
異
国
人
之
事
故
切
捨
候
様
与
之
御
沙
汰
ニ
者
難
被
及
候
得

共
、
御
内
心
者
内
分
之
心
得
ニ
而
、
不
法
い
た
し
候
唐
人
者
三

人
五
人
茂
切
捨
候
得
者
、
日
本
之
武
威
相
響
事
治
り
可
申
之
処
、

御
番
所
御
建
候
御
趣
意
茂
相
立
不
申
、
苦
々
敷
思
召
（
後
略
）

　

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
三
月
七
日
に
発
生
し
た
騒
動
後
の
、
長

崎
奉
行
と
大
村
藩
の
や
り
と
り
で
あ
る
。
大
人
数
で
竹
槍
な
ど
の
武

表４　勤番所設立直後の唐人騒動
文政３ 1820 11月27日 数十人が礫・薪を勤番所に投げつける
文政３ 1820 12月14日 ５・６人の唐人が棒を持って市中へ出る
文政３ 1820 12月19日 礫・瓦を勤番所に投げつける
文政４ 1821 ２月６日 館内の唐人が棒・薪・石瓦を投げつける
文政４ 1821 ３月７日 唐人百人ほどが大村藩士と争う
文政４ 1821 ３月27日 市中徘徊の唐人を制したところ反抗
文政４ 1821 ３月28日 数十人の唐人が番所に押し寄せ暴動
文政４ 1821 ４月13日 数人の唐人が門前で騒動
文政４ 1821 ４月16日 数人の唐人が門前で騒動

『九葉実録』第４冊・『唐人館騒動一件』より作成
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具
で
抵
抗
し
て
く
る
唐
人
た
ち
を
、「
弓
で
射
し
た
り
あ
る
い
は
刀

で
切
り
つ
け
て
も
い
い
か
」
と
大
村
藩
が
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
異
国

人
の
事
な
の
で
な
る
べ
く
穏
便
に
取
り
は
か
ら
う
よ
う
に
」
と
の
返

答
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
大
村
藩
も
「
切
り
捨
て
る
よ
う
に
」
と
ま

で
は
表
明
で
き
な
い
長
崎
奉
行
の
苦
し
い
立
場
に
理
解
を
示
し
て
い

る
が
、
不
法
者
は
切
り
捨
て
た
方
が
日
本
の
「
武
威
」
が
示
さ
れ
、

騒
動
も
鎮
ま
る
だ
ろ
う
と
内
心
で
は
考
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
当

時
の
日
本
側
の
対
応
は
具
体
的
な
行
動
に
移
す
こ
と
を
躊
躇
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
、
不
法
唐
人
へ
の
処
分
に
つ
い
て
は
一

八
世
紀
前
半
と
同
様
、「
異
国
人
の
こ
と
」
と
い
う
意
識
が
影
響
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う

A
v
B

。

　

そ
れ
か
ら
一
月
も
た
た
な
い
三
月
二
八
日
に
、
数
百
人
の
唐
人
た

ち
が
暴
挙
に
出
る
騒
動
が
発
生
し
た
。
そ
こ
で
長
崎
奉
行
は
、
唐
人

船
主
に
次
の
よ
う
な
申
し
渡
し
を
行
っ
た

A
w
B

。

去
月
廿
八
日
、
唐
人
騒
動
後
ニ
御
奉
行
所
よ
り
検
使
を
以
唐
人

船
主
江
被
仰
渡
候
者
、
致
不
法
候
唐
人
切
捨
之
儀
、
大
村
家
よ

り
度
々
申
出
候
得
共
是
迄
者
差
許
不
申
候
処
、
已
来
於
致
法
外

者
無
用
捨
切
捨
不
苦
段
及
沙
汰
置
候
、
依
之
心
得
違
無
之
様
工

社
共
江
厳
重
申
通
候
様
、
上
意
之
趣
通
詞
よ
り
申
渡
有
之
候
、

尤
大
村
様
江
者
右
切
捨
之
御
沙
汰
無
之
由
相
聞
申
候

　

不
法
を
行
っ
た
唐
人
の
切
り
捨
て
に
つ
い
て
、
大
村
藩
か
ら
度
々

そ
の
要
請
が
あ
っ
た
も
の
の
こ
れ
ま
で
は
許
可
し
な
か
っ
た
が
、
今

後
は
容
赦
な
く
切
り
捨
て
る
と
告
げ
て
い
る
。
先
ほ
ど
の
大
村
藩
と

の
や
り
取
り
に
あ
っ
た
、「
な
る
べ
く
穏
便
に
取
り
は
か
ら
う
よ
う

に
」
と
の
言
葉
と
は
正
反
対
で
あ
る
。
実
際
に
大
村
藩
に
対
し
て
、

切
り
捨
て
の
沙
汰
は
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
も
矛
盾
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
長
崎
奉
行
は
、「
従
御
役
所
者
、
是
迄
右
唐
人
一
件
江

戸
表
江
被
仰
上
候
義
者
無
御
座
（
中
略
）
表
立
候
而
者
不
容
易
事
ニ
茂

至
候
故
、
都
而
内
済
ニ
而
相
済

A
x
B

」
と
、
唐
人
屋
敷
内
で
の
唐
人
た
ち

に
よ
る
一
連
の
不
法
行
為
を
、
江
戸
に
は
知
ら
せ
ず
内
済
で
処
理
し

て
い
た
。
騒
動
の
頻
発
し
て
い
る
状
況
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
自
ら

の
責
任
問
題
に
ま
で
発
展
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る

だ
ろ
う
。
実
際
の
警
備
を
担
当
し
て
い
た
大
村
藩
、
不
法
行
為
を
起

こ
し
続
け
る
唐
人
、
そ
し
て
幕
府
と
い
う
三
者
の
間
で
、
長
崎
奉
行

が
板
挟
み
に
な
り
苦
悩
す
る
様
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
中
徘
徊
を
防
止
す
る
目
的
で
勤
番
所
を
設
立
し

た
事
が
、
さ
ら
な
る
不
法
行
為
を
招
く
と
い
う
逆
の
結
果
を
生
ん
で

し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
三
月
に
、
老
中
か

ら
大
村
藩
主
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
書
付
が
出
さ
れ
た

A
y
B

。

長
崎
唐
人
屋
敷
前
勤
番
所
江
是
迄
家
来
共
差
越
為
相
守
候
得
共
、



104105

以
来
長
崎
奉
行
方
ニ
而
勤
番
申
付
候
間
、
家
来
共
差
越
ニ
不
及

候
、
委
細
長
崎
奉
行
江
被
承
合
、
勤
番
所
引
渡
候
様
可
被
致
候

　

勤
番
所
の
警
備
の
役
割
を
、
大
村
藩
か
ら
長
崎
奉
行
へ
引
き
渡
す

よ
う
に
と
の
老
中
か
ら
の
指
示
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
長
崎

奉
行
土
方
出
雲
守
の
言
上
書
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る

A
z
B

。

長
崎
唐
人
屋
敷
門
前
江
も
、
大
村
上
総
介
持
之
番
所
新
規
ニ
取

建
、
右
家
来
詰
方
有
之
、
唐
人
共
猥
り
ニ
門
出
不
致
様
為
相
守

候
所
、
唐
人
共
騒
立
、
不
法
之
始
末
有
之
、
其
故
ニ
哉
翌
未
年

三
月
、
出
羽
守
殿
御
書
取
を
以
、
唐
人
屋
敷
前
番
所
江
右
家
来

差
越
ニ
不
及
、
長
崎
奉
行
江
勤
番
所
引
渡
可
申
旨
上
総
介
江
被

仰
渡
、
長
崎
地
役
人
詰
方
申
渡
并
平
戸
見
張
番
所
之
儀
も
〆
切

置
、
當
分
之
内
領
主
松
浦
肥
前
守
江
御
預
被
成
候
旨
被
仰
渡
、

其
後
取
払
ニ
相
成
申
候

　

勤
番
所
の
引
き
渡
し
の
理
由
と
し
て
、
大
村
藩
に
よ
っ
て
警
備
が

行
わ
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
騒
動
が
発
生
し
た
た
め
と
、「
効
果

が
な
か
っ
た
」
こ
と
が
暗
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
結
果
を
大
村
藩
は
ど
の
よ
う
に
考
え
た

の
だ
ろ
う
か
。
次
の
史
料
を
見
て
み
よ
う

A
{
B

。

彼
地
之
勤
番
を
茂
被　

仰
付
候
、
付
而
者
以
来
於
其
御
地
外
御

用
被　

仰
付
候
儀
、
先
者
有
之
間
敷
候
間
、
弥
彼
表
之
勤
方
専

一
可
相
心
得
旨
被　

仰
出
候
、
此
度
右
勤
番
所
長
崎
奉
行
江
引

渡
候
、
付
而
者
以
来
於
其
御
地
外
御
用
之
儀
、
如
何
相
心
得
可

申
哉

　

勤
番
所
の
警
備
が
課
さ
れ
る
か
わ
り
に
、「
於
江
府
外
御
用
被
仰

附
候
儀
、
先
者
有
之
間
敷

A
|
B

」
と
、
大
村
藩
も
参
勤
交
代
な
ど
他
の
義

務
は
考
慮
さ
れ
、
勤
番
所
の
警
備
の
み
に
専
念
す
る
事
に
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
長
崎
奉
行
へ
引
き
渡
し
た
後
、
軍
役
が
ど
の
よ
う
に
変

更
に
な
る
の
か
と
、
不
安
や
と
ま
ど
い
を
感
じ
て
い
る

A
}
B

。
長
崎
警
備

の
見
返
り
と
し
て
、
幕
府
は
公
儀
へ
の
手
伝
い
普
請
の
免
除
や
、
参

勤
交
代
の
在
府
期
間
の
短
縮
と
い
う
特
権
を
与
え
る
わ
け
だ
が
、
大

村
藩
は
勤
番
所
の
引
き
渡
し
後
に
、
よ
り
負
担
の
重
い
軍
役
が
命
じ

ら
れ
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
唐
人
屋
敷
の
前
に
設
け
ら
れ
た
勤
番
所
は
、
最
終
的
に
は

「
其
後
取
払
ニ
相
成
申
候
」
と
、
時
期
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
が

取
り
払
わ
れ
た

A
~
B

。

　

こ
の
よ
う
に
唐
人
屋
敷
の
警
備
は
、
当
初
、
長
崎
奉
行
を
中
心
に

地
役
人

A
C

B

が
担
っ
て
い
た
が
、
次
第
に
唐
人
の
不
法
行
為
に
対
応
で
き

な
く
な
り
、
大
名
で
あ
る
大
村
藩
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
幕
府

の
力
だ
け
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
後
も
唐
人
た
ち
の
騒
動
は
鎮
ま
る
ど
こ
ろ
か
増
え
る
一
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方
で
、
結
局
、
元
の
長
崎
奉
行
主
導
に
よ
る
警
備
に
戻
っ
た
。
一
九

世
紀
初
め
の
唐
人
屋
敷
の
警
備
は
、
そ
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
た

時
期
と
い
え
る
。

　

な
お
、
大
村
藩
が
勤
番
所
の
警
備
か
ら
手
を
ひ
い
た
後
に
つ
い
て

は
、「
唐
人
屋
鋪
前
御
番
所
請
方
被
仰
付
候
に
付
奉
伺
候
覚

A
D

B

」
に
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
大
村
藩
士
が
勤
番
所
か
ら
引
き
払

っ
た
後
、
一
昼
夜
二
人
ず
つ
の
警
備
が
役
所
か
ら
地
役
人
に
命
じ
ら

れ
た
。
そ
し
て
、「
御
番
所
勤
向
の
儀
は
、
御
役
所
附
是
迄
の
心
得

の
振
合
を
以
相
勤
候
様
仕
度
奉
存
候
、
若
相
変
儀
も
御
座
候
節
は
早

速
御
届
申
上
候
様
可
仕
奉
存
候
」
と
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
な
い
よ

う
に
勤
務
に
励
み
、
何
か
異
変
の
際
に
は
す
ぐ
に
報
告
す
る
よ
う
に

達
せ
ら
れ
て
い
る
。
他
に
も
大
村
藩
が
引
き
上
げ
る
際
に
、
一
緒
に

武
器
・
幕
な
ど
も
持
っ
て
行
く
事
に
な
る
の
で
、
代
わ
り
の
物
の
調

達
に
つ
い
て
も
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

本
論
を
通
し
て
、
近
世
後
期
の
唐
人
屋
敷
に
つ
い
て
、
次
の
点
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

第
一
に
、
長
崎
を
訪
れ
た
人
々
は
唐
人
屋
敷
の
内
部
お
よ
び
そ
の

付
近
で
、
日
常
と
は
違
う
「
異
国
性
」
を
様
々
な
点
か
ら
感
じ
て
い

た
。

　

第
二
に
、
一
九
世
紀
前
後
の
唐
人
屋
敷
を
と
り
ま
く
不
法
行
為
と

し
て
、
唐
人
た
ち
の
市
中
徘
徊
が
あ
っ
た
。
そ
の
要
因
に
密
貿
易
が

存
在
し
た
が
、
取
り
締
ま
り
は
長
崎
奉
行
に
よ
っ
て
違
い
が
見
ら
れ

た
。

　

第
三
に
、
市
中
徘
徊
を
防
止
す
る
新
た
な
警
備
体
制
の
構
築
に
、

近
隣
の
大
村
藩
も
組
み
込
ま
れ
、
唐
人
屋
敷
の
門
前
に
番
所
を
建
設

し
て
警
備
に
あ
た
っ
た
。
し
か
し
、
不
満
を
抱
い
た
唐
人
た
ち
は
数

百
人
規
模
の
騒
動
を
お
こ
し
、
結
局
、
大
村
藩
は
こ
の
警
備
か
ら
は

ず
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
幕
府
は
長
崎
の
「
境
界
領
域
」（
唐
人
屋
敷
）

を
管
理
し
よ
う
と
努
力
す
る
も
の
の
、
唐
人
た
ち
と
の
間
に
衝
突
が

発
生
し
て
い
た
。
紙
幅
の
関
係
上
、
本
論
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
や
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
に
も

大
規
模
な
騒
動
が
発
生
し
て
い
る

A
E

B

。
す
な
わ
ち
、
近
世
後
期
に
お
け

る
長
崎
の
「
境
界
領
域
」
は
、
よ
り
規
制
を
か
け
ら
れ
な
が
ら
も
、

そ
れ
が
う
ま
く
機
能
し
な
い
状
態
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
長
崎
と
は
経
済
や
文
化
の
交
流
だ
け
で
な
く
、
一

種
の
緊
張
感
も
伴
う
場
所
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
あ
る
唐
人
屋
敷

と
い
う
「
境
界
領
域
」
は
、
規
制
↓
衝
突
↓
弛
緩
を
繰
り
返
し
な
が
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ら
、
次
第
に
解
体
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
市
中
徘
徊
や
唐
人
騒
動
は
、
来
航
し
た
異
国
人
が
起
こ
し

た
事
件
と
い
う
こ
と
で
は
近
世
の
外
交
問
題
で
あ
り
、
う
ま
く
統

治
・
阻
止
で
き
な
い
と
い
う
点
で
は
幕
府
の
内
政
問
題
で
も
あ
る
。

唐
人
屋
敷
が
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
「
境
界
領
域
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

外
交
・
内
政
両
方
の
問
題
が
浮
き
彫
り
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に

そ
れ
こ
そ
が
、
長
崎
の
「
境
界
領
域
」
の
特
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
論
で
は
、
長
崎
へ
の
旅
行
者
や
取
り
締
ま
る
側
な
ど
日
本
人
の

視
点
か
ら
見
た
た
め
、
唐
寺
参
り
な
ど
唐
人
の
日
常
性
か
ら
「
境
界

領
域
」
を
考
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
に
し
て

お
き
た
い
。

（
1
）　

ロ
ナ
ル
ド
・
ト
ビ
「
近
世
期
の
『
日
本
図
』
と
『
日
本
』
の
境

界
」（
黒
田
日
出
男
／
Ｍ
・
Ｅ
・
ベ
リ
／
杉
本
史
子
編
『
地
図
と

絵
図
の
政
治
文
化
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）

（
2
）　

真
栄
平
房
昭
「
近
世
日
本
の
境
界
領
域̶

琉
球
の
視
点
を
中

心
と
し
て̶

」（『
列
島
史
の
南
と
北
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

〇
六
年
）。
菊
池
勇
夫
と
の
共
編
に
よ
る
本
書
で
は
、「
日
本
」
か

ら
み
る
と
「
周
縁
」
と
し
て
語
ら
れ
が
ち
な
、
南
の
奄
美
・
琉
球

と
北
の
蝦
夷
地
を
つ
な
ぎ
、
多
様
な
歴
史
像
を
探
っ
て
い
る
。

（
3
）　

荒
野
泰
典
「
近
世
日
本
の
国
家
領
域
と
境
界̶

長
崎
遊
女
と

混
血
児
か
ら
考
え
る
」（
史
学
会
編
『
歴
史
学
の
最
前
線
』
東
京

大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）

（
4
）　

代
表
的
な
単
著
に
つ
い
て
挙
げ
る
と
、
古
く
は
日
中
貿
易
の
動

向
と
制
度
に
つ
い
て
論
じ
た
山
脇
悌
二
郎
『
近
世
日
中
貿
易
史
の

研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
年
）
が
あ
る
。
具
体
的
な
も

の
と
し
て
は
、
寛
永
期
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
鎖
国
政
策
と
の
関
連

で
述
べ
た
木
崎
弘
美
『
長
崎
貿
易
と
寛
永
鎖
国
』（
東
京
堂
出
版
、

二
〇
〇
三
年
）
や
、
貿
易
を
運
営
し
た
長
崎
会
所
の
実
態
に
つ
い

て
分
析
し
た
中
村
質
『
近
世
長
崎
貿
易
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文

館
、
一
九
八
八
年
）
が
あ
る
。
日
蘭
貿
易
に
つ
い
て
は
、
近
世
前

期
の
動
向
を
検
証
し
た
加
藤
榮
一
『
幕
藩
制
国
家
の
成
立
と
対
外

関
係
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
）、
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世

紀
に
か
け
て
の
貿
易
展
開
を
分
析
し
た
八
百
啓
介
『
近
世
オ
ラ
ン

ダ
貿
易
と
鎖
国
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）、
繁
栄
か
ら
衰

退
へ
と
向
か
う
過
程
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
康
子
『
近
世
日
蘭
貿
易

史
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
が
詳
し
い
。
な
お
、

近
世
後
期
の
日
蘭
貿
易
に
お
け
る
反
物
な
ど
の
輸
入
品
の
実
態
を

検
証
し
た
石
田
千
尋
『
日
蘭
貿
易
の
史
的
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
四
年
）
も
あ
る
。
近
世
か
ら
近
代
へ
の
時
代
転
換
の
中
で

の
長
崎
に
つ
い
て
は
、
幕
末
維
新
期
の
市
場
構
造
と
金
融
資
本
の

成
長
過
程
を
解
明
し
た
小
山
幸
伸
『
幕
末
維
新
期
長
崎
の
市
場
構

造
』（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
が
あ
る
。

（
5
）　

高
山
博
「
歴
史
学
と
異
文
化
認
識
」（
小
島
孝
之
・
小
松
親
次

郎
編
『
異
文
化
理
解
の
視
座
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三

年
、
一
四
五
頁
）
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（
6
）　
『
長
崎
古
今
集
覧
』
上
巻
（
森
永
種
夫
校
訂
『
長
崎
文
献
叢
書

第
二
集
』
第
二
巻
、
三
一
九
頁
）
に
よ
る
と
、
高
札
場
は
長
崎
の

八
百
屋
町
・
出
島
門
前
・
大
黒
町
・
唐
人
屋
敷
門
前
・
西
浜
町
・

唐
人
屋
敷
二
之
門
前
・
大
波
戸
・
長
崎
村
之
内
小
島
郷
・
長
崎
村

之
内
中
川
郷
・
北
瀬
崎
御
米
蔵
所
・
浦
上
渕
掛
リ
之
内
小
瀬
戸
・

浦
上
村
之
内
山
里
郷
・
浦
上
村
渕
掛
リ
之
内
道
生
田
塩
硝
蔵
・
浦

上
村
渕
掛
リ
之
内
神
崎
大
田
尾
・
石
火
矢
台
、
以
上
一
五
か
所
に

あ
っ
た
。

（
7
）　

古
河
古
松
軒
『
西
遊
雑
記
』（
宮
本
常
一
・
谷
川
健
一
・
原
口

虎
雄
編
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
二
巻
、
三
一
書
房
、
一

九
六
九
年
、
三
八
一
頁
）

（
8
）　

菱
屋
平
七
『
筑
紫
紀
行
』（
谷
川
健
一
編
『
日
本
庶
民
生
活
史

料
集
成
』
第
二
〇
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
七
二
年
、
二
〇
九
頁
）

（
9
）　

長
久
保
赤
水
『
長
崎
行
役
日
記
』（
長
久
保
片
雲
編
著
、
筑
波

書
林
、
一
九
九
四
年
、
二
二
頁
）

（
10
）　
『
天
保
雑
記
』
第
六
冊
（
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
『
文
政
雑

記
・
天
保
雑
記
（
一
）』、
汲
古
書
院
、
一
九
八
三
年
、
三
三
四

頁
）

（
11
）　
『
新
訂
黒
田
家
譜
』
第
四
巻
、
文
献
出
版
、
一
九
八
二
年
、
四

三
頁

（
12
）　

石
田
千
尋
「
島
原
藩
の
長
崎
警
備
・
監
務
と
聞
役
に
つ
い
て
」

（『
洋
学
史
研
究
』
第
二
号
、
一
九
八
四
年
）

（
13
）　
『
九
葉
実
録
』
第
二
冊
、
大
村
史
談
会
、
一
九
九
五
年
、
二
二

二
頁

（
14
）　
『
天
保
雑
記
』
第
九
冊
（
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
『
文
政
雑

記
・
天
保
雑
記
（
一
）』、
汲
古
書
院
、
一
九
八
三
年
、
四
一
二

頁
）

（
15
）　

神
戸
大
学
附
属
図
書
館
住
田
文
庫
所
蔵
『
長
崎
聞
見
録
』
巻
之

三

（
16
）　
『
天
保
雑
記
』
第
九
冊
（
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
『
文
政
雑

記
・
天
保
雑
記
（
一
）』、
汲
古
書
院
、
一
九
八
三
年
、
四
一
三

頁
）

（
17
）　

長
崎
奉
行
に
つ
い
て
の
最
新
の
研
究
に
鈴
木
康
子
『
長
崎
奉
行

の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）
が
あ
り
、
貿
易
改
革

な
ど
対
外
政
策
が
変
化
す
る
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
半
ば

の
長
崎
奉
行
の
職
掌
や
特
質
を
解
明
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
長
崎

奉
行
に
つ
い
て
、
一
七
世
紀
は
長
崎
を
統
率
す
る
名
誉
職
で
、
一

八
世
紀
半
ば
に
経
済
官
僚
化
す
る
と
規
定
し
て
い
る
（
三
〇
七
〜

三
一
二
頁
）。

（
18
）　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
『
唐
人
番
日
記
』
巻
二

（
19
）　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
『
唐
人
番
日
記
』
巻
三

（
20
）　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
『
唐
人
番
日
記
』
巻
三

（
21
）　
『
続
長
崎
実
録
大
成
』（
森
永
種
夫
校
訂
『
長
崎
文
献
叢
書　

第

一
集
』
第
四
巻
、
長
崎
文
献
社
、
一
九
七
四
年
）
二
一
二
頁
・
箭

内
健
次
編
『
通
航
一
覧
続
輯
』
第
一
巻
、
一
九
六
八
年
、
一
五
六

頁

（
22
）　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
『
唐
人
番
日
記
』
巻
三

（
23
）　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
『
唐
人
館
騒
動
一
件
』

（
24
）　

日
蘭
学
会
編
『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
第
五
巻
、
雄
松
堂

出
版
、
一
九
九
四
年
、
二
〇
四
頁
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（
25
）　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
『
唐
人
館
騒
動
一
件
』

（
26
）　
『
通
航
一
覧
続
輯
』
第
一
巻
、
一
八
一
頁

（
27
）　
『
通
航
一
覧
続
輯
』
第
一
巻
、
一
八
三
頁

（
28
）　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
『
唐
人
番
日
記
』
巻
三

（
29
）　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
『
文
化
七
年
唐
人
猥
ニ
門
出
入
致
ニ

付
御
取
締
筋
被
仰
渡
御
手
頭
扣
帳
』

（
30
）　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
『
文
化
七
年
唐
人
猥
ニ
門
出
入
致
ニ

付
御
取
締
筋
被
仰
渡
御
手
頭
扣
帳
』

（
31
）　

日
蘭
学
会
編
『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
第
六
巻
、
雄
松
堂

出
版
、
一
九
九
五
年
、
一
八
七
頁

（
32
）　

日
蘭
学
会
編
『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
第
六
巻
、
雄
松
堂

出
版
、
一
九
九
五
年
、
一
八
六
頁

（
33
）　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
『
唐
人
館
騒
動
一
件
』

（
34
）　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
『
唐
人
館
騒
動
一
件
』

（
35
）　

そ
の
後
の
天
保
改
革
期
の
長
崎
奉
行
所
で
は
、「
長
崎
の
益
」

と
「
御
国
益
」
そ
れ
ぞ
れ
を
求
め
る
対
立
構
造
が
あ
っ
た
と
い
う
。

添
田
仁
「
奉
行
所
と
地
域
社
会̶

長
崎
奉
行
所
の
天
保
改
革
」

（
藪
田
貫
・
奥
村
弘
編
『
地
域
史
の
視
点
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

〇
六
年
）
七
七
頁
参
照
。

（
36
）　

横
山
伊
徳
編
『
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
見
た
日
本
』（
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
〇
五
年
）

（
37
）　

こ
の
他
に
山
本
博
文
は
、
西
国
諸
藩
に
江
戸
か
ら
の
指
示
を
伝

達
す
る
役
割
を
明
ら
か
に
し
た
。
山
本
博
文
『
長
崎
聞
役
日
記

̶

幕
末
の
情
報
戦
争
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
九
年
）
一
〇
一

頁
参
照
。

（
38
）　

広
く
長
崎
警
備
に
つ
い
て
概
観
し
た
研
究
に
、
中
村
質
「
近
世

の
日
本
華
僑
」（
福
岡
ユ
ネ
ス
コ
協
会
編
『
外
来
文
化
と
九
州
』

平
凡
社
、
一
九
七
三
年
）、
山
本
美
子
「
近
世
の
長
崎
の
警
衛
に

つ
い
て
」（
岩
生
成
一
編
『
近
世
の
洋
学
と
海
外
交
渉
』
巌
南
堂

書
店
、
一
九
七
九
年
）、
中
村
質
「
長
崎
警
備
」（『
長
崎
県
史
』

対
外
交
渉
編
、
一
九
八
五
年
）、
丸
山
雍
成
「
海
の
関
所
と
遠
見

番
所
」（
渡
辺
信
夫
編
『
近
世
日
本
の
都
市
と
交
通
』、
河
出
書
房

新
社
、
一
九
九
二
年
）、
横
田
佳
恵
「
老
中
体
制
下
の
長
崎
防
備

体
制
」（『
日
蘭
学
会
会
誌
』
第
三
七
号
、
一
九
九
四
年
）
が
あ
る
。

時
期
を
特
定
し
て
考
察
し
た
研
究
も
あ
る
。
近
世
前
期
に
つ
い
て

は
松
竹
秀
雄
「
徳
川
時
代
の
長
崎
警
備
と
正
保
四
年
（
一
六
四

七
）
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
使
節
船
事
件
」（『
経
営
と
経
済
』
第
一
九
五

号
、
一
九
九
〇
年
）、
松
尾
晋
一
「
家
光
政
権
期
の
沿
岸
警
備
体

制
に
つ
い
て
」（
東
洋
大
学
白
山
史
学
会
編
『
白
山
史
学
』
第
三

五
号
、
一
九
九
九
年
）、
同
「
リ
タ
ー
ン
号
事
件
に
見
る
幕
藩
制

国
家
の
沿
岸
警
備
体
制
」（『
日
本
史
研
究
』
第
四
八
一
号
、
二
〇

〇
二
年
）、
近
世
中
期
は
松
本
英
治
「
寛
政
期
の
長
崎
警
備
と
ロ

シ
ア
船
来
航
問
題
」（『
青
山
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
一
号
、

一
九
九
九
年
）、
後
期
か
ら
幕
末
の
時
代
に
つ
い
て
は
、
梶
輝
行

「
文
化
・
文
政
期
の
長
崎
警
衛
と
西
洋
砲
術̶

長
崎
鉄
砲
方
高

木
道
之
助
を
中
心
に̶

」（『
日
蘭
学
会
会
誌
』
第
三
六
号
、
一

九
九
四
年
）、
梶
原
良
則
「
弘
化
期
の
長
崎
警
備
に
つ
い
て
」

（『
福
岡
大
学
人
文
論
叢
』
第
一
〇
三
号
、
一
九
九
五
年
）、
同

「
長
崎
警
備
と
弘
化
・
嘉
永
期
の
政
局
」（
中
村
質
編
『
開
国
と
近

代
化
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
）
が
見
ら
れ
る
。
実
際
に
警
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備
を
行
う
各
藩
に
視
点
を
あ
て
た
も
の
に
は
、
石
田
千
尋
「
島
原

藩
の
長
崎
警
備
・
監
務
と
聞
役
に
つ
い
て
」（『
洋
学
史
研
究
』
第

二
号
、
一
九
八
四
年
）、
木
原
溥
幸
『
幕
末
佐
賀
藩
の
藩
政
史
研

究
』（
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
）、
長
野
暹
「
幕
末
期
佐

賀
藩
の
長
崎
警
備
と
対
外
危
機
認
識
」（『
佐
賀
大
学
経
済
論
集
』

第
一
二
七
号
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
39
）　
「
文
化
長
崎
一
件
」（
長
崎
純
心
大
学
長
崎
学
研
究
所
編
『
長
崎

オ
ラ
ン
ダ
関
係
史
料
』
長
崎
純
心
大
学
、
一
九
九
九
年
、
二
頁
）

（
40
）　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
『
唐
人
番
日
記
』
巻
三

（
41
）　

長
久
保
赤
水
『
長
崎
行
役
日
記
』（
長
久
保
片
雲
編
著
、
筑
波

書
林
、
一
九
九
四
年
、
二
一
頁
）

（
42
）　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
『
唐
人
番
日
記
』
巻
三

（
43
）　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
『
唐
人
館
騒
動
一
件
』

（
44
）　

大
村
市
立
史
料
館
所
蔵
『
長
崎
表
勤
番
等
ニ
付
書
付
』・
長
崎

歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
『
唐
人
館
騒
動
一
件
』・『
九
葉
実
録
』
第

四
冊
（
大
村
史
談
会
、
一
九
九
六
年
）
三
〇
頁
・『
通
航
一
覧
続

輯
』
第
一
巻
、
四
二
八
頁

（
45
）　

大
村
市
立
史
料
館
所
蔵
『
長
崎
表
勤
番
等
ニ
付
書
付
』・『
九
葉

実
録
』
第
四
冊
（
大
村
史
談
会
、
一
九
九
六
年
）
三
〇
頁
・『
通

航
一
覧
続
輯
』
第
一
巻
、
四
二
八
頁

（
46
）　
『
続
長
崎
実
録
大
成
』（
森
永
種
夫
校
訂
『
長
崎
文
献
叢
書　

第

一
集
』
第
四
巻
、
長
崎
文
献
社
、
一
九
七
四
年
）
五
六
頁

（
47
）　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
『
唐
人
館
騒
動
一
件
』

（
48
）　

大
村
市
立
史
料
館
所
蔵
『
唐
人
屋
敷
致
門
前
勤
番
ニ
付
伺
書
』。

後
に
三
〇
日
交
替
で
は
短
い
と
延
長
の
訴
え
が
大
村
藩
か
ら
出
さ

れ
て
い
る
。

（
49
）　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
『
唐
人
館
騒
動
一
件
』

（
50
）　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
『
唐
人
館
騒
動
一
件
』

（
51
）　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
『
唐
人
館
騒
動
一
件
』

（
52
）　

拙
稿
「
唐
人
屋
敷
の
設
立
と
唐
人
の
不
法
行
為
」（
神
戸
女
学

院
大
学
大
学
院
比
較
文
化
学
専
攻
学
友
会
『
文
化
論
輯
』
第
一
二

号
、
二
〇
〇
二
年
）。
同
じ
く
唐
人
の
本
法
に
対
す
る
処
罰
の
問

題
に
つ
い
て
、
松
尾
晋
一
「
幕
藩
制
国
家
に
お
け
る
『
唐
人
』

『
唐
館
』
問
題
の
推
移
」（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究

院
『
東
ア
ジ
ア
と
日
本
│
交
流
と
変
容
│
』
創
刊
号
、
二
〇
〇
四

年
）
が
あ
る
。

（
53
）　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
『
唐
人
館
騒
動
一
件
』

（
54
）　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
『
唐
人
館
騒
動
一
件
』

（
55
）　

大
村
市
立
史
料
館
所
蔵
「
長
崎
唐
人
屋
敷
前
勤
番
役
御
免
ニ
付

書
付
」・『
九
葉
実
録
』
第
四
冊
（
大
村
史
談
会
、
一
九
九
六
年
）

五
五
頁
・『
通
航
一
覧
続
輯
』
第
一
巻
、
四
二
九
頁

（
56
）　
『
通
航
一
覧
続
輯
』
第
一
巻
、
一
六
五
頁

（
57
）　

大
村
市
立
史
料
館
所
蔵
「
長
崎
警
固
ニ
付
御
内
慮
伺
并
書
取
」・

『
九
葉
実
録
』
第
四
冊
（
大
村
史
談
会
、
一
九
九
六
年
）
五
六
頁

（
58
）　
『
通
航
一
覧
続
輯
』
第
一
巻
、
四
二
七
頁

（
59
）　

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
も
大
浦
警
備
（
長
崎
港
の
番
所
と

し
て
抜
荷
の
監
視
・
取
締
り
・
唐
人
屋
敷
に
潜
入
し
よ
う
と
す
る

不
法
中
国
人
を
監
視
・
逮
捕
す
る
）
の
変
更
を
命
じ
ら
れ
、
こ
れ

ま
で
長
崎
警
備
に
果
た
し
た
役
割
を
縷
々
述
べ
て
、
近
隣
へ
の
代

替
を
歎
願
し
て
い
る
。
菱
谷
武
平
『
長
崎
外
国
人
居
留
地
の
研
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究
』（
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
、
六
一
頁
）
参
照

（
60
）　

天
保
六
年
の
騒
動
の
時
に
は
史
料
中
か
ら
存
在
を
確
認
で
き
る
。

し
か
し
、
慶
応
四
年
の
『
唐
館
新
地
処
分
書
類
』
に
は
唐
人
屋
敷

の
構
成
に
勤
番
所
が
な
い
の
で
、
こ
の
間
に
取
り
払
わ
れ
た
事
は

確
実
で
あ
る
。

（
61
）　

長
崎
地
役
人
の
最
新
の
研
究
に
は
赤
瀬
浩
「
長
崎
の
地
役
人
と

乙
名
」（『
港
町
に
生
き
る
』
青
木
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）、
添
田

仁
「
近
世
中
後
期
長
崎
に
お
け
る
都
市
運
営
と
地
役
人̶

町
乙

名
の
実
態
的
・
動
態
的
分
析
を
も
と
に̶

」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』

第
一
九
九
号
、
二
〇
〇
六
年
）
が
あ
る
。
両
者
と
も
長
崎
地
役
人

の
中
で
も
実
務
を
担
当
し
た
「
乙
名
」
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。

（
62
）　
「
唐
人
屋
鋪
前
御
番
所
請
方
被
仰
付
候
に
付
奉
伺
候
覚
」（
長
崎

純
心
大
学
長
崎
学
研
究
所
編
『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
関
係
史
料
』
長
崎

純
心
大
学
、
一
九
九
九
年
、
八
六
頁
）

（
63
）　

喜
多
恵
は
「
文
政
十
年
・
天
保
六
年
に
お
け
る
長
崎
唐
人
騒

動
」（『
福
岡
大
学
大
学
院
論
集
』
第
一
八
巻
二
号
、
一
九
八
六

年
）
に
お
い
て
、
福
岡
側
の
警
護
役
を
務
め
た
伊
丹
家
の
史
料
を

中
心
に
、
こ
の
時
期
の
騒
動
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
み
の
り　

み
ほ
こ
・
関
西
大
学
非
常
勤
講
師　

日
本
経
済
史
研
究
所
研
究
員
）


